
学びのデザインシート（授業前）

主体的・対話的で深い学びを実現する授業構想【音楽科】

１．対象

中学部肢体重複学級１～３年生６名（男子１名、女子５名）の集団。全盲の生徒が１名在籍している。両

手を使って活動することができる生徒もいるが、視線は向くものの、身体を動かすまでに時間が必要な生徒

もいる。教師の呼びかけに視線を向けたり、手をたたいて合図を出したりして自分なりの方法で表出できる

集団である。始まりと終わりに気付く生徒もいる。前単元までは音楽が流れる中で自由に音を鳴らしたり、

教師の合図を聞いて楽器を鳴らしたりする学習や、音楽を聴いて自分なりの身体表現を行う活動を行ってき

た。

２．単元名「秋の音楽」（全８時間）

３．単元で育成を目指す資質・能力

４．本時の目標

省略

５．授業展開【 単元 】

知識及び技能
・教師の歌や楽器の演奏に気付き、教師と一緒に打楽器の音を出すことができる。

Ａ（ウ）㋑

思 考 力 ， 判 断

力，表現力等

・教師とのやりとりの中で、簡単なリズムに気付き、教師の合図に合わせて楽器をた

たいたり、教師の言葉を聞いてリズムを合わせようとしたりすることができる。

学 び に 向 か う

力，人間性等

・音や音楽を感じて、自分から楽器に手を伸ばすことができる。

解決したい課題や問い

リズムをたたこう。（教師がタンブリンでリズム打ちを見せながら）

『楽しいリズム、真似したいな』

『先生と一緒に楽器をたたきたいな』

考えるための材料

材料Ａ（環境設定） 材料Ｂ 材料Ｃ 材料Ｄ

・音に注目できるよ

う、同時に楽器を鳴

らさず、順番に楽器

に触る。

・友達の様子が見え

るよう、馬蹄形に並

ぶ。

・音のまとまりに気付くことが

できるよう、「りんご」「ひこ

うき」など、２～５文字の身

近な単語に合わせてリズム打ち

をする。

・リズム打ちをはじめる前に、

これからたたく

拍数と同じ文字数のイラスト

を提示する。

・音の数に気付くことができる

よう、教師は

「りんご」等の名称を生徒の

楽器をたたく音 に合わせて言

う。音が止まった時には教師も

言葉を止めて続きを意識でき

るようにする。

・近くの教師が生徒と一

緒に、リズムに合わせ

て楽器をたたく。

・すぐそばで、T1 が楽器

を正しい方法でたたい

て見せる。

・T1 がリズムの手本を

示し、「はい。」の

言葉を聞き、生徒は

楽器を鳴らす。

・真似することができ

たときはすぐに称揚

し、気持ちを高め

る。

・１時間の音楽の流れ

を同じにして、繰り

返し活動を重ねるこ

とで、活動に気付く

ことができるように

する。



対話と思考（対話を通した協働的な問題解決のプロセス）

・T１が生徒の前で手本を見せる。毎回「はい。」と合図を出すことで、やることに気付くことができる

ようにする。

・好きな楽器を目の前で鳴らすことで、やりたい気持ちを高める。

・友達が楽器を鳴らして教師とやりとりする様子を見ることで、やることに気付いたり、自分も楽器に触

りたいという気持ちを高めたりする。

・T１の手本や「はい。」という言葉に合わせて自分が楽器を鳴らしたり、T２以下の教師と一緒に楽器を

鳴らし、拍手や称揚を受けることで、「できた。」「もっとやりたい。」という気持ちをもつ。「りん

ご」などの身近な単語に合わせて楽器をたたくことや、演奏に合わせて教師が言葉でフィードバックす

ること、言葉の途中で演奏が止まったときには教師も言葉を止めることで、音のまとまりに気付くこと

ができるようにする。

学習の成果（予想される生徒のあらわれ）

（音楽での成果）

・歌や演奏に気付いて、楽器を鳴らそうとしたり、身体を動かそうとしたりする。

（音楽以外の広がり）

・教師の手本に注目をする。

・教師の真似をしようとする。

・楽器を介して教師や友達と関わろうとする。

想定される活動 想定される活動 想定される活動 想定される活動

・端から順番に楽器

が鳴るのを見たり聞

いたりすることで、

生徒は見通しをもっ

て自分の番に気付い

たり、準備をしたり

する。

・モニターに映されたイラスト

を見て、期待感をもつ。

・自分の打つ音に合わせて教師

が言葉でリズムを作っているこ

とに気付き、楽器に手を伸ば

す。

・単語に合わせてリズム打ちを

する。

・教師の動きに合わせて

身体の緊張を緩めた

り、腕に力を入れて楽

器をたたこうとしたり

する。

・楽器をたたく様子を見

たり、リズムを感じた

りする。

・教師を見て模倣をしよ

うとする。

・自分から楽器に触れ

ようとしたり、リズ

ムに合わせてたたい

たりする。


